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一
般
質
問

一
般
質
問
・
視
察
報
告

3
期
分
（
60
万
㎥
）
が
工
事
中

で
、
埋
め
立
て
計
画
期
間
は
12

年
間
を
予
定
し
、
平
成
26
年
2

月
稼
働
予
定
で
す
。

　
同
処
分
場
で
注
目
す
べ
き
事

は
、
①
地
盤
が
硬
い
花
崗
岩
層

の
た
め
地
下
水
が
浸
透
す
る
心

配
が
な
い
こ
と
。
②
地
元
住
民

と
の
信
頼
関
係
が
良
好
で
あ
り

年
4
回
の
現
地
調
査
も
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
。
③
埋
め
立
て
期

間
も
12
年
と
長
期
で
あ
る
こ
と
。

　
移
動
中
の
車
内
や
見
学
中
に

参
加
議
員
か
ら
同
処
分
場
に
対

し
て
の
大
き
な
不
安
の
声
は
聞

か
れ
ず
、
こ
の
処
分
場
な
ら
大

丈
夫
だ
ろ
う
と
の
発
言
が
多
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

③
こ
れ
か
ら
の
課
題

　
安
全
性
、
信
頼
の
確
保
さ
ら

に
経
済
性
を
加
味
し
て
検
討
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
可
燃
ご
み
の
量
が

増
加
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
で

す
の
で
今
ま
で
以
上
に
ゴ
ミ
の

減
量
化
が
大
切
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

�

野
元
　
三
夫

　
県
内
で
の
、
新
規
の
受
入
れ

は
し
て
い
な
い
た
め
、
県
外
で

の
受
入
を
検
討
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
な
お
、
井
戸
沢
最
終
処
分
場

へ
の
搬
入
も
検
討
さ
れ
た
よ
う

で
す
が
、
厳
し
い
情
勢
の
中
、

実
現
性
を
考
え
る
と
困
難
で
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
全
国
的
に
も
、
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
放
射
性
物
質
に
よ
る

汚
染
問
題
で
、
新
規
の
受
入
れ

を
拒
否
す
る
処
分
場
も
あ
り
、

処
理
困
難
と
な
っ
て
い
る
状
況

も
あ
り
ま
す
。

　
町
は
、
廃
棄
物
排
出
者
の
責

任
と
し
て
、
信
頼
性
、
安
全
性
、

継
続
性
の
確
保
が
で
き
る
新
た

な
処
分
場
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

②
㈱
ヤ
マ
ゼ
ン
の
視
察
内
容

　
同
社
は
三
重
県
伊
賀
市
に
於

い
て
昭
和
57
年
か
ら
廃
棄
物
の

埋
め
立
て
を
開
始
し
、
一
般
廃

棄
物
は
長
野
県
伊
那
市
か
ら
も

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
処
分
場
は
3
期
埋
め
立
て
分

ま
で
一
体
で
計
画
さ
れ
、
現
在

①
視
察
に
至
る
経
過

　
平
成
25
年
第
3
回
定
例
議
会

中
に
町
側
か
ら
、
可
燃
ゴ
ミ
焼

却
灰
の
処
理
委
託
事
業
者
よ
り

「
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

廃
棄
物
に
対
し
セ
メ
ン
ト
量
を

増
量
し
て
再
生
処
理
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
計
画
よ
り
残
余
量

が
少
な
く
な
っ
た
と
と
も
に
、

進
行
中
で
あ
っ
た
新
設
計
画
実

行
も
不
可
能
と
な
り
、
平
成
26

年
3
月
末
を
も
っ
て
受
入
れ
が

で
き
な
い
」
と
の
通
知
が
町
に

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
次
の
候
補
地
の

視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

25
年
度
へ
の
繰
り
越
し
金
が
減

少
し
、
結
果
25
年
度
は
、
準
備

基
金
か
ら
1
億
円
を
繰
り
入
れ

て
予
算
が
成
り
立
つ
事
態
と
な

り
、
国
保
会
計
は
限
界
に
き
て

い
る
。

　
現
行
税
率
で
平
成
26
年
度
か

ら
29
年
度
ま
で
の
歳
入
歳
出
の

過
去
の
平
均
値
と
伸
び
率
を
推

計
し
た
結
果
、
26
年
度
で
約
2

千
600
万
円
、
27
年
度
で
約
1
億

300
万
円
、
28
年
度
で
1
億
3
千

700
万
円
、
29
年
度
に
は
1
億
7

千
200
万
円
の
財
源
が
不
足
す
る
。

　
税
率
の
引
き
上
げ
で
不
足
額

を
補
う
と
30
％
を
超
え
る
引
き

上
げ
が
必
要
と
の
試
算
と
な
り
、

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
の
繰

り
入
れ
を
1
年
間
に
2
千
万
円

ず
つ
行
う
と
、
財
源
不
足
を
補

う
た
め
に
必
要
な
最
低
限
の
改

正
税
率
は
22
％
と
な
る
。

　
国
レ
ベ
ル
に
よ
る
い
っ
そ
う

の
低
・
中
所
得
者
対
策
が
施
さ

れ
る
一
方
で
、
高
所
得
者
に
対

す
る
負
担
は
、
年
を
負
う
ご
と

に
増
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上
の

町
の
施
策
と
し
て
低
所
得
者
負

担
の
軽
減
は
望
ま
し
く
な
い
と

考
え
て
い
る
。

市
村
　
千
恵
子
　
議
員

医
療
費
が
大
幅
に
伸
び
、

25
年
度
国
保
会
計
に
基
金
が
1

億
円
繰
り
入
れ
ら
れ
、
基
金
残

高
は
732
万
円
と
な
っ
た
。
大
変

厳
し
い
国
保
財
政
で
26
年
度
の

国
保
運
営
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

　
町
は
12
月
議
会
に
方
針
を
示

す
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
方
針
か
。
低
所
得
者
へ

の
対
策
は
な
さ
れ
て
い
る
か
町

の
考
え
を
問
う
。

町
長

　
11
月
20
日
に
、
国
保
運
営
協

議
会
に
国
保
税
の
見
直
し
を
諮

問
し
、
11
月
26
日
に
、
国
保
税

率
を
22
％
引
き
上
げ
る
内
容
の

答
申
が
さ
れ
た
。
こ
れ
を
尊
重

し
て
税
制
改
正
を
行
い
た
い
。

保
健
福
祉
課
長

　
高
齢
化
と
と
も
に
医
療
の
高

度
化
に
よ
り
、
医
療
費
も
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
特
に
24
年
度
は
、
保
険
給
付

費
が
、
7
千
200
万
円
増
加
し
、

問

副
町
長

　
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
あ

る
面
に
お
い
て
、
も
う
歴
史
的

な
使
命
は
終
わ
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。
県
も
町
も
建
て
替
え
と

い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
が
、
お

金
も
か
か
る
中
で
、
今
あ
る
公

営
住
宅
の
形
は
と
ら
な
い
。
公

営
住
宅
を
町
で
造
っ
て
町
で
運

営
す
る
と
い
う
こ
と
は
今
後
し

な
い
。

　
平
和
台
町
営
住
宅
に
つ
い
て

も
逐
次
計
画
的
に
取
壊
し
を
進

め
、
最
終
的
に
用
途
廃
止
を
行

っ
て
い
く
方
針
で
現
在
進
め
て

い
る
。

　
公
営
住
宅
の
必
要
性
は
感
じ

て
い
る
の
で
、
公
営
住
宅
の
必

要
な
低
所
得
者
の
方
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
、
民
間
の
ア
パ
ー

ト
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
家
賃

の
補
助
を
す
る
よ
う
な
方
向
で

内
部
的
な
議
論
を
し
て
い
る
。

五
味
　
髙
明
　
議
員

平
和
台
町
営
住
宅
は
、
道

路
改
良
事
業
に
伴
い
平
成
25
年

度
か
ら
26
年
度
に
か
け
て
一
部

解
体
と
駐
車
場
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。
今
回
解
体
予
定
部
分

に
つ
い
て
は
、
居
住
者
と
合
意

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
今
後
、
平
和
台
町
営
住
宅
は

町
営
住
宅
行
政
全
体
の
中
で
、

ど
の
よ
う
に
整
備
・
運
営
し
て

行
こ
う
と
計
画
し
て
い
る
の
か

を
問
う
。

建
設
課
長

　
一
部
解
体
予
定
の
進
捗
状
況

だ
が
、
今
年
度
中
に
取
壊
し
を

計
画
し
て
い
る
3
棟
の
該
当
入

居
者
は
、
3
世
帯
で
、
1
世
帯

は
民
間
ア
パ
ー
ト
に
転
居
済
、

残
る
2
世
帯
は
、
転
居
の
合
意

を
得
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま

た
、
来
年
度
中
に
取
壊
す
計
画

の
8
棟
の
該
当
入
居
者
は
、
13

世
帯
で
、
計
画
の
説
明
を
行
い

な
が
ら
、
転
居
・
退
去
の
お
願

い
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問

求
め
ら
れ
る
。

　
庁
舎
改
築
等
検
討
委
員
会
が

23
年
7
月
に
発
足
し
、
課
題
を

明
確
に
し
た
答
申
が
24
年
6
月

に
提
言
と
し
て
出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
整
備
検
討
委
員

会
が
意
見
集
約
し
、
検
討
さ
れ

て
き
た
結
果
が
掲
載
さ
れ
た
内

容
で
あ
る
。

町
長

　
役
場
庁
舎
は
、
町
民
が
直
接

関
わ
る
学
校
等
の
施
設
建
設
事

業
な
ど
が
一
段
落
し
た
後
に
行

わ
れ
る
べ
き
も
の
と
捉
え
て
き

た
。

　
町
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
具

体
的
実
行
に
向
け
て
検
討
委
員

会
で
協
議
・
決
定
し
て
ゆ
き
た

い
。

小
井
土
　
哲
雄
　
議
員

庁
舎
改
築
等
検
討
委
員
会

の
答
申
か
ら
多
く
の
日
々
が
経

過
し
、
広
報
や
ま
ゆ
り
12
月
号

に
役
場
庁
舎
整
備
検
討
に
つ
い

て
の
掲
載
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
、

今
後
の
建
設
に
関
す
る
組
織
の

設
立
と
町
の
考
え
を
問
う
。

総
務
課
長

　
23
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災

が
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
、

当
町
で
は
47
年
が
経
過
し
た
役

場
庁
舎
の
整
備
を
検
討
す
る
考

え
に
至
っ
た
。

　
地
震
や
火
山
噴
火
に
対
す
る

防
災
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
現

在
の
庁
舎
が
そ
の
機
能
を
果
た

せ
る
の
か
、
耐
震
性
の
問
題
、

保
健
福
祉
部
門
の
位
置
的
不
便

さ
等
々
の
懸
念
や
課
題
が
浮
上

し
た
。

　
加
え
て
給
排
水
・
電
気
設
備

な
ど
の
老
朽
化
に
よ
る
多
額
の

修
繕
費
も
見
込
ま
れ
、
高
度
情

報
化
対
策
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
も

問

� 税制改正を行う　　　　　　　　

26年度の国保税は

� 今の公営住宅の形はとらない

町営住宅の今後のあり方について

� 町民の理解を得て具体化する　　

今後の役場庁舎整備は

取り壊し予定の町営住宅

老朽化した庁舎屋根

焼
却
灰
等
最
終
処
分
場
候
補
地
視
察
報
告

三
重
県
伊
賀
市
　
平
成
25
年
12
月
2
〜
3
日


